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はじめに
　「子どもの司法面接・協同面接の現状と課題」ということでお話しいたします。先ほど田村さんそれから岡さんから、
福祉と司法の連携についてさまざまなお話があったのですけれども、その中でも虐待事案における事実確認というところ
に焦点を当ててお話ししたいと思います。
　ここで司法面接というふうに申しておりますのは、法的な意思決定のためにも使うことができるような精度の高い正確
性の高い情報を、被面接者の方の心理的な負担をできるだけかけることなく聴取する、そういう方法としての面接法とい
うことになります。児童相談所等では被害確認面接、事実確認面接というふうに呼ばれますし、警察の方々は被害児童か
らの客観的聴取技法というふうに呼ばれることもあります。検事さんたちはよく、いわゆる司法面接の方法にのっとって
というふうな形でおっしゃることもあります。20分という報告時間の中で、司法面接の概要、それから協同面接という最
近始まりました、できるだけ少ない回数で事実確認を行おうというその面接の意義についてお話しします。そして現状、
運用における課題などをまとめてみたいと思っております。
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1　司法面接の概要：構造と自由報告
(1) 司法面接の概要
　まず、この司法面接の概要なんですけれども、司法面接がどのように導入されてきたか、その特徴と背景についてちょっ
とご説明したいと思います。
　多くの子どもから話を聴くときの、不正確な情報を引き出してしまう誘導や暗示というのが、「たたかれたのか」「触ら
れたのか」などの質問によって与えられるということを踏まえ、面接の中ではできるだけ子ども本人に自発的に報告して
もらおうということで、自由報告を重視する、それが司法面接ということになります。それからまた、子どもから話を聴
くときに、自由にどうぞ、というふうに言いましてもなかなかすぐに、自由に、いっぱい話してくれるというふうにはな
りませんので、面接を段階化、構造化して話を聴くというのがやはり司法面接の特徴となっています。自由報告と構造と
いうふうにいいます。
　これ（スライド左）は 1992年、今から 26年前にイギリスで作ら
れた司法面接のガイドラインです。当時子どもが巻き込まれた冤罪
事案というのがたくさんあった。子どもから話を聴こうとすると、
どうしても誘導・暗示にかかってしまいやすい。何度も確認しよう
と思って話を聴くと、精神的に二次被害を受けてしまう。こんなこ
とを踏まえて、子どもから話を聴くのは難しい。であるので、正確
性が高い情報が得られるような面接法を作ろうという形で作られて
きました。「スペシャルメジャー」と書いているんですけれども、子
ども、その後には知的障害を持っておられる方とか身体的精神的な障害を持っておられる方にも適用されるようになって
きたわけですけれども、話を聴くのがなかなか難しいそういう対象に対する特別措置として発展してきたということがあ
ります。それがこのアップデート版（中）、そして日本語版（右）ということになります。
(2) 目的
　さて、その司法面接の目的なんですけれども、記憶はどんどん下
がってしまいますので、早い時期に自由報告、自発的な報告を重視
した面接を、原則として 1回、つらいことをたくさん聴くのは子ど
もにとって大変なので、できるだけ少ない回数で聴いて、それを正
確に記録するために録音・録画する、それが１つの目的です。その
面接というのは、事件の解決や再犯、再発の防止につながるような
客観的な情報を聴取するということが目的で、いわば回復を目指し
ていくカウンセリングとは異なるものとして位置付けられていま
す。その目指すところは、供述の変遷や精神的な二次被害を防ぐと
いうことになるわけです。
(3) 方法
　どんなふうに行うか。日本でもたくさん行われるようになってき
たわけですけれども、2つの部屋を作り、1つの部屋で面接者が被
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葉も使われるようになってきましたけれども――ちょっとご説明し いと思います。 
 多くの子どもから話を聴くときの、不正確な情報を引き出してしまう誘導や暗示というのが、「たた
かれたのか」「触られたのか」こういう質問によって与えられるということを踏まえ、面接の中ではで
きるだけ子ども本人に自発的に報告してもらおうということで、自由報告を重視した面接、それが司
法面接ということになります。それからまた、子どもさんなどから話を聴くときに、自由にどうぞ、
というふうに言いましてもなかなかすぐに、自由に、いっぱい話してくれるというふうにはなりませ
んので、面接を段階化、構造化して話を聴くというのが１つの司法面接の特徴となっています。自由
報告と構造というふうにいいます。 
 これは 1992 年、今から 26 年前にイギリスで作
られた司法面接のガイドラインです。当時子ども
が巻き込まれた冤罪事案というのがたくさんあっ
た。子どもさんから話を聴こうとすると、どうし
ても誘導・暗示にかかってしまいやすい。何度も
確認しようと思って話を聴くと、精神的に二次被
害を受けてしまう。こんなことを踏まえて、子ど
もから話を聴くのは難しい。であるので、正確性
が高い情報が得られるような面接法を作ろうとい
う形で作られてきました。いわば「スペシャルメ
ジャー」と書いているんですけれども、子どもさんとか、その後には知的障害を持っておられる方と
か身体的精神的な障害を持っておられる方にも適用され ようになってきたわけですけれども、話を
聴く がなかなか難しいそういう対象に対する特別措置として発展してきたということがあります。
それがこのアップデート版、そして日本語版ということになります。 
(2) 目的 
 さて、その司法面接の目的なんですけれども、
記憶はどんどん下がってしまいますので、早い時
期に自由報告、自発的な報告を重視した面接を、
原則として 1 回、つらいことをたくさん聴いても
大変なので、できるだけ少ない回数で聴いて、そ
れを正確に記録するために録音・録画する、それ
が１つの目的です。その面接と うのは、事件の
解決や再犯、再発の防止につながるような客観的
な情報を聴取するということが目的で、いわば回
復を目指していくというカウンセリングとは異な
るものとして位置付けられています。その目標と
いうのは、供述の変遷や精神的な二次被害を防ぐ
ということになるわけです。 
(3) 方法 
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面接者から話を聴く、それを録音・録画して隣の部屋で――バック
スタッフというふうに言ったりしますけれども――支援隊が支援す
るということになります。この支援隊、チームになる人たちは福祉
関係者としては児童相談所、司法関係者としては警察、検事さん。
こういうふうなことになりますと、子どもは例えば児童相談所でお
話しして、警察でお話しして、また検事さんのところでお話しして
というふうなことをしなくて済みますので、大変負担が軽くなるし
1回で聴き取れるので正確な情報が得られやすいということになり
ます。こんなふうな形で行うわけです。
　これは 1つの司法面接室ですけれども、面接者、被面接者、ここ（左下：中央テーブルの上）にマイクがあってカメラ（天
井）があって、この様子を隣の部屋でモニターする（右下）ということになります。
(4) 構造
　面接が構造化されているということをさっき申したんですけれど
も、自由報告を求める、でもこれをすぐに求めるというは難しいこ
とですので、面接を始める前にはあいさつをしたり、ラポールとい
うのは話しやすい関係性を築くことを言うけれども、ラポール形成
をして本題に入る。
　足りないところは質問で補うわけですけれども、できるだけ、「そ
うか、それから、何があった？」こんなふうな、オープンな形で聴
くということが重要です。
　最後は、丁寧に質問を受けたり希望を聴いたりして終わりにして
いく、クロージング、閉じる手続きをします。いろんな形で、日本
でもこういう司法面接が使われるようになってきました。司法面接
を扱った書物も複数刊行されています。
2　協同面接の意義
　次に、なぜ、こういう面接を 1回で行うのが重要か、ということについてご説明します。
　先ほど岡さんのお話にありましたように、また田村さんのお話にもありましたように、児童相談所といいますと家族支
援、家庭支援ということになります。お父さんがポコポコ子どもをたたいていたら、お父さんそんなことをしてはいけま
せんよ、何かお手伝いできることはありますか、そうやって支援をするわけですけれども、どうしてもそれがやまないと
いうことがあったら、子どもさんを一時的に保護、分離するということになります。子どもを引き離す。
　一方、司法的なアプローチは、お父さんそんなことをやっているんですか、どうですか、というふうなことで証拠が集
まると、例えば処罰の対象にしていくということで、お父さんを引き離すということになります。こういう親を引き離す
ということになりますと、家庭が壊れてしまうということが起こりやすくなりますので、福祉と司法、なかなか連携とい
うのが難しかった部分があるのかなと思います。
　聴き取り、事実確認についてもそういうことが言えるわけで、骨が折れた、やけどをした、まず福祉につながります。
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34 
 どんなふうに行うか。日本でもたくさん行われるようになってきたわけですけれども、2 つの部屋を
作り、1 つの部屋で面接者が被面接者から話を聴く、それを録音・録画して隣の部屋で――バックスタ
ッフというふうに言ったりしますけれども――支
援隊が支援するということになります。この支援
隊、チームになる人たちに福祉関係者、 談
所、例えば警察、検事さん、こういうふうなこと
になりますと、子どもさんは例えば福祉の児童相
談所でお話しして、警察でお話しして、また検事
さんのところでお話ししてというふうなことをし
なくて済みますので、大変負担が軽くなるし 1 回
で聴き取れるので正確な情報が得られるというこ
とになります。こんなふうな形で行うわけです。 
 これは 1 つの司法面接室ですけれども、面接者、
被面接者、ここにマイクがあってカメラがあって、この様子を隣の部屋でモニターするということに
なります。 
(4)  
 面接が構造化されているということをさっき申
したんですけれども、自由報告を求める、 もこ
れ すぐに求めるというは難しいことですので、
面接を始める前にはあ
いさつをしたり、ラポールといいますのは話しや
すい関係性を築くことを言いますけれども、ラポ
ール形成をして本題に入る。 
 足り いところは質問 補うわけですけれども、
できるだけ、「そうか、それから、何があった？」
こんなふうな、オープンな形で聴くということが
重要です。 
 最後は、丁寧に質問を受けたり希望を聴いたり
して終わりにしていく、クロージング、閉じる手
続きをします。いろんな形で、日本でもこういう
司法面接が、情報が出され使われるようになって
きました。 
2 協同面接の意義 
 次に、なんでこういう面接を 1回で行うのが重要かということについてご説明します。 
 先ほど岡さんのお話にもありましたように、また田村さんのお話にありましたように、児童相談所
といいますと家族支援、家庭支援ということになります。お父さんがポコポコ子どもをたたいていた
ら、お父さんそんなことをしてはいけませんよ、何かお手伝いできることはありますか、そうやって
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ここで話を聴いて、事件性がありそうだといえば警察に。ここで
も話を何度か聴いて、検事さんのところへ。ここでも何度か話を
聴いて、裁判にというふうなことがありました。それぞれの機関
では、そこそこの回数の聴き取りであったとしても、子ども本人
の身に置いてみますと、何度も、何度も、何度も、何度も話を聴
かれるということになります。
　この間にどんどん時間がたって記憶が薄れていく、何度も面接
を受けて記憶はだんだん曖昧なもの、不正確なものになってしま
います。この間に、誘導や暗示にかかってしまうということもあ
るかもしれません。
　さらに近年重視されていることとして、精神的な負担感という
のがどんどん高まってしまうということがあります。これは大変
長い名前の精神的症状、法的手続きにより引き起こされる外傷的
敏感症状、略して LITSというふうに言ったりするんですけれど
も、聴取を繰り返すと心的外傷の症状が加算的に悪化してしまう。
さらに継続的に聴き取を行うと、一部の被害者では以前はなかっ
た症状、例えばその事件とか事故に由来するような心理的な症状
というよりは、聴き取りの繰返しによって起きる症状が出てくる。
そういうものの中には、フラッシュバック、あるいは鬱（うつ）
のような、後外傷的な PTSDとしての精神症状もあれば、血圧や
心拍の上昇、過呼吸、筋緊張のような身体的な症状もあるという
わけです。
　こんなことを踏まえて、大変画期的だったと思うんですけれど
も、2015年の 10月 28日に厚生労働省と警察庁と最高検が同月同
日に、子どもへの事情聴取はできるだけ 1回でやりましょうとい
うような通知を出して、ここで少ない回数で協同で面接を行うと
いう、協同面接というのが始まったわけです。
3　司法面接の現状と課題
(1) 研修とトレーナー育成
　この後のことを見てみたいと思います。現状と課題です。私
どももこの司法面接の研究を随分長く、先ほどご説明があった
RISTEXのプロジェクトなどのご支援を受けて 10年間ぐらいやっ
てまいりました。2日間の司法面接研修などを行ってきまして、
講義とか面接のロールプレイなどを踏まえて行っているというこ
とがあります。今年も 8～ 9月に立命館大学で 2日間の研修を行
いますので、よろしかったらホームページなどをご覧いただけれ
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支援をするわけですけれども、どうしてもそれがやまないということがあったら、子どもさんを一時
的に措置するということになります。子どもを引き出す。 
 一方、司法的なアプローチは、お父さんそんな
ことをやっているんですかどうですか、というふ
うなことで証拠が集まると、例えば処罰の対象に
していくということで、お父さんを例えば、引き
離すということになります。こういう親を引き離
すということになりますと、家庭が壊れてしまう
ということが起こりやすくなりますので、なかな
か連携というのが難しかった部分というのがある
のかなと思います。 
 聴き取り、事実確認についてもそういうことが
言えるわけで、骨が折れた、やけどをした、まず福祉につながります。ここで話を聴いて、事件性が
ありそうだといえば警察に。ここでも、話を何度か聴いて、検事さんのところへ。ここでも何度か話
を聴い 、裁判にというふうなことがありました。それぞれの機関では、そこそこの回数の聴き取り
であったとしても、子どもさん本人の身に置いてみますと、何度も何度も何度も何度も話を聴かれる
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 この間にどんどん時間がたって記憶が薄れてい
く、何度も何度も面接を受けて記憶はだんだん曖
昧なもの、不正確なものになってしまいます。こ
の間に、誘導や暗示にかかってしまうということ
もあるかもしれません。 
 さらに近年重視されていることとしまして、精
神的な負担感という がどんどん高まってしまう
ということがあります。これは大変長い名前の精
神的症状、法的手続きにより引き起こされる外傷
的敏感症状、略して LITS というふうに言ったりす
るんですけれども、聴取を繰り返すと心的外傷の
症状が加算的に悪化してしまう。さらに継続的に
聴取を行うと、一部の被害者では以前はなかった
症状、例えばその事件とか事故に由来するような
心理的な症状というよりは、聴き取りの繰り返し
によって起きる症状が出てくる。そういうものの
中には、フラッシュバック、あるいは鬱（うつ）
のような、後外傷的な PTSD としての精神症状もあ
れば、血圧や心拍の上昇、過呼吸、筋緊張のよう
な身体的な症状もあるというわけです。 
 こんなことを踏まえて、大変画期的だったと思うんですけれども、2015 年の 10 月 28 日に厚生労働
省と警察庁と最高検が同じ日に、子どもさんへの事情聴取というのはできるだけ 1 回でやりましょう
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というような通知を出して、ここで少ない回数で協同 面接を行うという、協同面接というのが始ま
ったわけです。 
3 司法面接の現状と課題 
(1) 研修とトレーナー育成 
 この後のことを見てみたいと思います。現状と
課題です。私どももこの司法面接は随分長く、先
ほどの RISTEX のプロジェクトなどの本当にご支援
を受けて 10 年間ぐらいやっ まいりました。2 日
間の司法面接研修などを行ってきまして、講義と
かいろんなロールプレーなどを踏まえて行ってい
るということがあります。今年も 8～9 月に立命館
大学で 2 日間の研修を行いますので、よろしかっ
たらホームページなどをご覧いただければと思い
ます。去年までで 5,600 人、2017 年まで入れます
と 7,000 人近くのいろいろな専門家の方々、児童
相談所、警察、検事さん、弁護士さんとかいろん
な研究者であるとかという方たちにこの司法面接
の研修を行ってきました。 
(2) 協同面接事例 
 実際に協同面接というのが、今広く行われるよ
うになってきておりまして、――これは厚労省の
ホームページから取ってきたものですけれども、
また静岡新聞などで記事になっていたものを引用
させていただいていますけれども――2015 年の 10
月から 2017 年の 3 月までの間に協同面接、児童相
談所が入る形で司法との連携で行われた、協議が
429、実際の面接は 377 行われたということで、主
に身体的な虐待、性的な虐待が疑われるようなケ
ースで行われているということがあります。 
 誰がどこでやっているのか。ここの濃いところ
が警察、検事さん、それから児童相談所その他と
いうふうにカテゴリーになっていますけれども、
児童相談所の先生方がずっとこうやって一定数で
やっておられる。最後の平成 29 年の 1～3 月のと
ころは、検事さんが面接者となってやったという
のが結構大きな数になっています。どこでやって
38
04-09シンポ.indd   38 2019/03/22   10:45:08
【報告②】子どもの司法面接・協同面接の現状と課題（仲） シンポジウム「児童虐待事案への刑事的介入における多機関連携」
ばと思います。去年までで 5,600人、2017年まで入れますと 7,000
人近くのいろいろな専門家の方々、児童相談所、警察、検事さん、
弁護士さん、医療関係者、研究者などの方たちにこの司法面接の
研修を行ってきました。
(2) 協同面接事例
　実際に協同面接というのが、今広く行われるようになってきて
おりまして、――これは厚労省のホームページから取ってきたも
のですけれども、また静岡新聞などで記事になっていたものを引
用させていただいていますけれども――2015年の 10月から 2017
年の 3月までの間に協同面接、児童相談所が入る形で司法との連
携で行われた事例として、協議が 429、実際の面接は 377行われ
たということで、主に身体的な虐待、性的な虐待が疑われるよう
なケースで行われているということがあります。
　誰がどこでやっているのか。ここの濃いところ（棒グラフの左
端の棒）から警察、検事さん、それから児童相談所、その他とい
うふうにカテゴリーになっていますけれども、児童相談所の方々
がずっとこうやって一定数やっておられる。最後の平成 29年の 1
～ 3月のところは、検事さんが面接者となったというのが結構大
きな数になっています。どこでやっているかと言いますと、主に
児童相談所で行われているということが分かります。どのように
行われているか。どんなお部屋で行われているかと言いますと、
モニターがある部屋、あるいはモニターとミラーがある部屋とい
うことで、面接者がいてバックスタッフがいるということがうか
がわれるわけです。また、録音・録画に関して言いますと、録音・
録画があるケースが大半でして、ないというのはむしろ少数とい
うふうなことになっています。
(3) 司法面接の昨今
　そんなことで、司法面接、こういう協同面接が行われるように
なってきた。実際にこの昨今のことを見てみますと、児童相談所
の 7割で司法面接が行われているということです。警察では、執
務資料として客観的聴取技法の資料が出来上がり、警察庁で研修
も行われています。また検事さんたちも研修を受け、司法面接チー
ムを作られたり、また実際にこうやって作られた媒体が裁判で使
用されるというふうなことも出てきました。
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と 7,000 人近くのいろいろな専門家の方々、児童
相談所、警察、検事さん、弁護士さんとかいろん
な研究者であるとかという方たちにこの司法面接
の研修を行ってきました。 
(2) 協同面接事例 
 実際に協同面接というのが、今広く行われるよ
うになってきておりまして、――これは厚労省の
ホームページから取ってきたものですけれども、
また静岡新聞などで記事になっていたものを引用
させていただいていますけれども――2015 年の 10
月から 2017 年の 3 月までの間に協同面接、児童相
談所が入る形で司法との連携で行われた、協議が
429、実際の面接は 377 行われたということで、主
に身体的な虐待、性的な虐待が疑われるようなケ
ースで行われ るということがあります。 
 誰がどこでやっているのか。ここの濃いところ
が警察、検事さん、それから児童相談所その他と
いうふうにカテゴリーになっていますけれども、
児童相談所の先生方がずっとこうやって一定数で
やっておられる。最後の平成 29 年の 1～3 月のと
ころは、検事さんが面接者となってやったという
のが結構大きな数になっています。どこでやって
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いるかと言いますと、主に児童相談所で行われているということが分かります。どのように行われて
いるか。どん お部屋で行われているかと言いますと、モニターがある部屋、あるいはモニターとミ
ラーがある部屋ということで、面接者がいてバックスタッフがいるということがうかがわれるわけで
す。また、 ということに関して言いますと、録音・録画があるケースが大半でして、ない
というのはむ ろ少数というふうなことになっています。 
(3) 司法面接の昨今 
 そんなことで、司法面接、こういう協同面接が
行われるようになってきた。実際にこの昨今のこ
とを見てみますと、児童相談所の 7 割で司法面接
が行われているということです。警察では、執務
資料として客観的聴取技法の資料が出来上がり、
警察庁で研修なども行われています。また検事さ
んたちも研修を受け、司法面接チームを作られた
実際にこうやって作られた媒体が裁判で
使用されるというふうなことも出てきました。 
(4) 次の課題 
 ただ、まだまだ問題があるわけです。ここまで
達すると、また次の課題が見てくるということが
あるかと思います。これはつい最近の 2 月 4 日に
毎日新聞に載った記事です。題目のところに、「司
法面接 試行錯誤 虐待判断分かれる現場」とい
うようなタイトルが付いています。どんな事案だ
ったかと言いますと、男児 4 歳にけがをさせたと
して、義父 33 歳が傷害容疑で逮捕された事件であ
る。児童相談所と大阪府警が司法面接を行って協
同で話を聴いたんだけれども両者の見解が食い違
った。12 月に司法面接を行った。で、その子ども
さんはいったんおうちに帰された。そのときの認
識として、児童相談所のほうではあざができた経
緯がはっきりしないというふうに判断し、一方府
警のほうは、やっぱりこれはやられたとはっきり
言っていた、そんなふうに判断をしたということ
なんです。一見しますと例えば、児童相談所が少
し甘い判断だったのではないかとか、警察はなんで児童相談所にもっと強く言いませんでしたかとか、
いろんな意見が出てくるかもしれないんですけれども、実のところ、まだいろんな困難がある。 
 例えば、録音・録画を一緒にして協同面接をやったとしても、この媒体というのがなかなか制度上
共有できるというふうになっていないということがあります。どうしても捜査資料なので持って帰ら
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(4) 次の課題
　ただ、まだまだ問題があるわけです。ここまで達すると、また
次の課題が見てくるということがあると思います。これはつい最
近の 2月 4日に毎日新聞に載った記事です。題目のところに、「司
法面接　試行錯誤　虐待判断分かれる現場」というようなタイト
ルが付いています。記事によりますと、男児 4歳にけがをさせた
として、義父 33歳が傷害容疑で逮捕された事件である。児童相
談所と大阪府警が司法面接を行って協同で話を聴いたけれども両
者の見解が食い違った。12月に司法面接を行った。で、その子ど
もさんはいったんおうちに帰された。そのときの認識として、児
童相談所のほうではあざができた経緯がはっきりしないというふ
うに判断し、一方府警のほうは、やっぱりこれはやられたとはっ
きり言っていた、そんなふうに判断をしたということのようです。
表面だけ見ますと例えば、児童相談所は少し甘い判断だったので
はないかとか、警察はなんで児童相談所にもっと強く言いません
でしたかとか、いろんな意見が出てくるかもしれないんですけれ
ども、実のところ、まだいろんな困難がある。
　例えば、録音・録画を一緒にして協同面接をやったとしても、
この媒体というのがなかなか制度上共有できるようになっていないということがあります。司法としては捜査資料なので
持って帰らざるを得ない、児童相談所はいろいろ協力したけれどもメモぐらいしか手元に残らないということがあったり
します。
　また、それぞれ激務の中でやっていて、協同面接はやったんだけれども、その後の方針を一緒に考えていく機会がなか
なか設けられなかったというふうなこともあり得るわけです。そんなことで、この辺りはこれからの課題。今まで達成で
きたことがあるので、もう次の課題になるかなというふうに思ったりいたします。
(5) 現状と課題と対策
　現状と課題と対策で、ここは一番お伝えしたいというか言いた
いところなんですけれども、ここ数年の間に、録音・録画、正確
な記録や検証可能な方法での事実確認というのができるように
なった。チェック。次に、3者で計画して、面接者がリーダーで
はない、バックスタッフも重要というふうな、協同での面接が行
えるようになってきた、連携ができるようになった、これもチェッ
クということになるわけです。
　ここに来ますと、次の課題として 3者がせっかく一緒に合わさっ
て事実確認をするわけですので、例えばまず、過去を共有する、
児童相談所が持っているこの家族に関する過去、警察で知っている過去、こういうことをテーブルの上に出してどういう
ところが強み弱みか、どんなアプローチが可能かを一緒に考える。また、司法面接をやったならば、この媒体をできれば
共有して現状を理解するのに役立てることができるといいなということがあります。さらに、もう一つ踏み込んで、未来
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いるかと言いますと、主に児童相談所で行われているということが分かります。どのように行われて
いるか。どんなお部屋で行われているかと言いますと、モニターがある部屋、あるいはモニターとミ
ラーがある部屋ということで、面接者がいてバックスタッフがいるということがうかがわれるわけで
す。また、録音・録画ということに関して言いますと、録音・録画があるケースが大半でして、ない
というのはむしろ少数というふうなことになっています。 
(3) 司法面接の昨今 
 そんなことで、司法面接、こういう協同面接が
行われるようになってきた。実際にこの昨今のこ
とを見てみますと、児童相談所の 7 割で司法面接
が行われているということです。警察では、執務
資料として客観的聴取技法の資料が出来上がり、
警察庁で研修なども行われています。また検事さ
んたちも研修を受け、司法面接チームを作られた
り、また実際にこうやって作られた媒体が裁判で
使用されるというふうなことも出てきました。 
(4) 次の課題 
 ただ、まだまだ問題があるわけです。ここまで
達すると、また次の課題が見てくるということが
あるかと思います。これはつい最近の 2 月 4 日に
毎日新聞に載った記事です。題目のところに、「司
法面接 試行錯誤 虐待判断分かれる現場」とい
うようなタイトルが付いています。どんな事案だ
ったかと言いますと、男児 4 歳にけがをさせたと
して、義父 33 歳が傷害容疑で逮捕された事件であ
る。児童相談所と大阪府警が司法面接を行って協
同で話を聴いたんだけれども両者の見解が食い違
った。12 月に司法面接を行った。で、その子ども
さんはいったんおうちに帰された。そのときの認
識として、児童相談所のほうではあざができた経
緯がはっきりしないというふうに判断し、一方府
警のほうは、やっぱりこれはやられたとはっきり
言っていた、そんなふうに判断をしたということ
なんです。一見しますと例えば、児童相談所が少
し甘い判断だったのではないかとか、警察はなんで児童相談所にもっと強く言いませんでしたかとか、
いろんな意見が出てくるかもしれないんですけれども、実のところ、まだいろんな困難がある。 
 例えば、録音・録画を一緒にして協同面接をやったとしても、この媒体というのがなかなか制度上
共有できるというふうになっていないということがあります。どうしても捜査資料なので持って帰ら
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いるかと言いますと、主に児童相談所で行われているということが分かります。どのように行われて
。どんなお部屋で行われているかと言いますと、モニター ある部屋、あるいはモニターとミ
ラーがある部屋ということで、面接者がいてバックスタッフがいるということがうかがわれるわけで
す。また、録音・録画ということに関して言いますと、録音・録画があるケースが大半でして、ない
というのはむしろ少数 ふうなことになっています。 
(3) 司法面接の昨今 
 そんなことで、司法面接、こういう協同面接が
行われるようになってきた。実際にこの昨今のこ
とを見てみますと、児童相談所の 7 割で司法面接
が行われている いうことです。警察 は、執務
資料とし 客観的聴取技法の資料が出来上がり、
警察庁で研修なども行われています。また検事さ
んたちも を受け、司法面接チームを作られた
り、また実際にこうやって作られた媒体が裁判で
使用されるというふうなことも出てきました。 
(4) 次の課題 
 ただ、まだまだ問題があるわけです。ここまで
達すると、また次の課題が見てくるという とが
あるか 思います。これはつい最近の 2 月 4 日に
毎日新聞に載った記事です。題目のところに、「司
法面接 試行錯誤 虐待判断分かれる現場」とい
うようなタイトルが付いています。どんな事案だ
ったかと言いますと、男児 4 歳にけがをさせたと
して、義父 33 歳が傷害容疑で逮捕された事件であ
る。児童相談所と大阪府警が司法面接を行って協
同で話を聴いたんだけれども両者の見解が食い違
った。12 月に司法面接を行った。で、その子ども
さんはいったんおうちに帰された。そのときの認
識 して、児童相 のほうではあざがで た経
緯がはっきりしないというふうに判断し、一方府
警のほうは、やっぱりこれはやられたとはっきり
言っていた そんなふうに判断をし いうこと
なんです。一見しますと例えば、児童相談所が少
し甘い判断だったのではないかとか、警察はなんで児童相談所にもっと強く言いませんでしたかとか、
いろんな意見が出てくるかもしれないんですけれども、実のところ、まだいろんな困難がある。 
 例えば、録音・録画を一緒にして協同面接をやったとしても、この媒体というのがなかなか制度上
共有できるというふうになっていないということがあります。どうしても捜査資料なので持って帰ら
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ざるを得ない、児童相談所も いろ協力するんだけれどもメモぐらいしか手元に残らないというこ
とがあったりします。 
 また、それぞれいろいろな激務の中でやっていて、協同面接はやったんだけれども、その後の方針
を一緒に考えていくことがなかなか機会が設けられなかったというふうなこともあり得るわけです。
そんなことで、この辺りはこれからの課題。今まで達成できたことがあるので、もう次の課題になる
かなというふうに思ったりいたします。 
(5) 現状と課題と対策 
 現状と課題と対策で、ここは一番お伝えしたい
というか言いたいところなんですけれども、全部、
録音・録画、正確な記録や検証可能な方法での事
実確認というのができるようになった。チェック。
次に、3 者で計画して、面接者がリーダーではない、
バックスタッフも重要というふうな、モニターさ
んがいるというふうな形で面接が行えるようにな
ってきた、連携ができるようになった、これもチ
ェックということになるわけです。 
 ここに来ますと 次の課題として 3 者がせっか
く一緒に合わさって事実確認をするわけですので、過去をまず例えば共有する、児童相談所が持って
いるこの家族に関する過去、警察で知っている例えば過去、こういうことをテーブルの上に出してど
ういうところが問題か、どんなアプローチが可能かを一緒に考える。また 司法面接をやったならば、
この媒体をできれば共有して現状を理解するのに役立てることができるといいなということがありま
す。さらに、もう一つ踏み込んで、未来をどうしていくかという方針を一緒に考えていくことができ
れば、大変強い力になると思うわけです。3 者のチーム内で全てを共有し、忙しくても電話などで連絡
し合う。特に、事実確認というのも、何があったかという 1 点だけですけれども、過去から来て、今
があって、この後どうしていくかという未来に向けてのタイムライン、ここで児相はこう動く、警察
はこう動く、ここで検事さんがこういうふうに入ります、こういうことを 3 者で共有できるとすごく
いいなということがあります。 
 今すぐにできることは、3 者で研修をしてお互いの立場や考え方を理解し合うこと。また、実際にこ
ういう事案が起きたならば、協議を一緒にして、
実施してみることです。しただけではなくて、さ
らにその後の方針を決め、できればそれが一段落
ついた、終わった後もう 1 回ケースレビューを、
ピアレビュー――協同で一緒に行うことをピアレ
ビューと言ったりしますけれども――ケースレビ
ューをするとさらに連携が深まっていくかなと思
います。 
 これがメインなので次のところまで言ってしま
うと、ボケてしまうかもしれないんですけれども、
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をどうしていくかという方針を一緒に考えていくことができれば、大変強い力になると思うわけです。3者のチーム内で
全てを共有し、忙しくても電話などで連絡し合う。事実確認というのは、何があったかという 1点だけですけれども、過
去から来て、今があって、この後どうしていくかという未来に向けてのタイムライン、ここで児相はこう動く、警察はこ
う動く、ここで検事さんがこういうふうに入ります、こういうことを 3者で共有できるとすごくいいなと思います。
　今すぐにできることは、3者で研修をしてお互いの立場や考え方を理解し合うこと。また、実際にこういう事案が起き
たならば、協議を一緒にして、実施してみることです。しただけではなくて、さらにその後の方針を決め、できればそれ
が一段落ついた、終わった後もう 1回ケースレビューを、ピアレビュー――協同で一緒に行うことをピアレビューと言っ
たりしますけれども――ケースレビューをするとさらに連携が深まっていくかなと思います。
　ここまでがメインですので次のところまで言ってしまうと、焦
点が少しボケてしまうかもしれないんですけれども、さらに次の
ことを考えてみます。さらなる正確さの向上と子ども、未成年者
等の負担軽減ということを考えますと、連携の拡張です。司法面
接に入る前のところで記憶が汚染されているということがありま
すので、学校や家庭にいろんな形でできるだけ、問題がありそう
であれば疑いがあったらすぐに連絡してくださいねという形で伝
えていく必要がある。初期の聴取のあり方の重要性は、本当に言
わなくちゃいけないと思います。それから、面接に当たって系統
的全身診察などが入ると、耳の後ろの小さな傷や隠れたあざとかが見つかって、より正確な事実確認ができるということ
がありますので、医療の参加です。それから、こういう事実確認の後の心理的なケア。こういうことが一緒にできるよう
になってくるといい。
　さらに、もっともっと先のことを言いますと、例えば、今は検事さんが面接をされた、それが最も裁判での証拠になり
やすいということがあるわけですけれども、検事さんだけというふうに限らなくてはいけないかとか、あるいは弁護士さ
んのほうの同意がないと裁判に使えないのかとか、弁護士さんのほうの反対尋問権はどうするのか。例えば、英国では、
期日前に録音・録画を使って反対尋問を行う試みもなされていたりします。また、そういう動画の再生のしかたであるとか、
いろんな課題があります。特に考えなくてはいけないのは、子どもはどんどん成長していく。私たちの 1年というと、あっ
という間という感じなんですけれども、子どもの 1年はきっと大人の私たちの 3年分、5年分ぐらいの重さをもって進ん
でいくわけです。ですので、早期解決に向けてこういう協同面接の結果というのを使っていけないか、というのが１つの
ご提案です。以上です。
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ざるを得ない、児童相談所もいろいろ協力するんだけれどもメモぐらいしか手元に残らないというこ
とがあったりします。 
 また、それぞれいろいろな激務の中でやっていて、協同面接はやったんだけれども、その後の方針
を一緒に考えていくことがなかなか機会が設けられなかったというふうなこともあり得るわけです。
そんなことで、この辺りはこれからの課題。今まで達成できたことがあるので、もう次の課題になる
かなというふうに思ったりいたします。 
(5) 現状と課題と対策 
 現状と課題と対策で、ここは一番お伝えしたい
というか言いたいところなんですけれども、全部、
録音・録画、正確な記録や検証可能な方法での事
実確認というのができるようになった。チェック。
次に、3 者で計画して、面接者がリーダーではない、
バックスタッフも重要というふうな、モニターさ
んがいるというふうな形で面接が行えるようにな
ってきた、連携ができるようになった、これもチ
ェックということになるわけです。 
 ここに来ますと、次の課題として 3 者がせっか
く一緒に合わさって事実確認をするわけですので、過去をまず例えば共有する、児童相談所が持って
いるこの家族に関する過去、警察で知っている例えば過去、こういうことをテーブルの上に出してど
ういうところが問題か、どんなアプローチが可能かを一緒に考える。また、司法面接をやったならば、
この媒体をできれば共有して現状を理解するのに役立てることができるといいなということがありま
す。さらに、もう一つ踏み込んで、未来をどうしていくかという方針を一緒に考えていくことができ
れば、大変強い力になると思うわけです。3 者のチーム内で全てを共有し、忙しくても電話などで連絡
し合う。特に、事実確認というのも、何があったかという 1 点だけですけれども、過去から来て、今
があって、この後どうしていくかという未来に向けてのタイムライン、ここで児相はこう動く、警察
はこう動く、ここで検事さんがこういうふうに入ります、こういうことを 3 者で共有できるとすごく
いいなということがあります。 
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ューをするとさらに連携が深まっていくかなと思
います。 
 これがメインなので次のところまで言ってしま
うと、ボケてしまうかもしれないんですけれども、
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さらに次の となどを考えみますと、さらなる正確さの向上と子どもさんや未成年者等の負担軽減と
いうことを考えますと、連携の拡張です。司法面接に入る前のところで記憶が汚染されているという
ことがありますので、学校や家庭にいろんな形でできるだけ、問題がありそうであれば疑いがあった
らすぐに連絡してくださいねという形で伝えていく必要がある。初期の聴取の重要性ということは、
本当に言わなくちゃいけないこと なと思います。それから、面接に当たって全身身体検査などが入
ると、耳の後ろの小さな傷や隠れたいろんなあざとかなんとかということが見つかって、より正確な
事実確認ができるということがありますので、医療の参加です。それから、こういう事実確認の後の
心理的なケア。こういうことが一緒にできるようになってくるといい。 
 さらに、もっともっと先のことを言いますと、例えば、今は検事さんが面接をされた、それが最も
裁判での証拠になりやすいということがあるわけですけれども、検事さんだけというふうに限らなく
てはいけないかとか、あるいは弁護士さんのほうの同意がないと裁判に使えないのかとか、弁護士さ
のほうのその反対尋問権はどうするのか。例えば、英国ではやはり期日前に録音・録画を使って行
うみた な試みもなされていたりします。また、そういう動画の再生のしかたであるとか、特に考え
なくてはいけない は 子どもはどんどん成長していく。私たちの 1 年というと、あっという間とい
う感じなんですけれども、子どもさんの 1 年はきっと大人の私たちの 3 年分、5 年分ぐらいのスピード
で進んでいくわけです。ですので、早期解決に向けてこういう協同面接の結果というのを使っていけ
ないかというのが、１つのご提案です。以上です。 
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